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山
線
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野
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平

L
T里
山
開
発
物
語
余
話
l

本
会
誌
の
第
五
号
か
ら
連
載
さ
れ
て
い
た
「
千
里
山
開
発
物
語
」

は
、
会
誌
十
号
を
以
っ
て
完
結
し
た
が
、
こ
の
連
議
を
、
私
は
、

毎
回
、
そ
の
続
き
を
早
く
読
み
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
、
興

味
深
く
読
ま
せ
て
戴
い
た
。
が
、
こ
の
様
な
思
い
を
し
な
が
ら
、

こ
の
「
千
里
山
開
発
物
語
」
を
読
ん
で
い
た
の
は
私
だ
け
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
、
当
会
誌
を
閲
覧
(
注

一)
に
供
し
て
い
る
千
里

山
・
佐
井
寺
図
書
館
に

h
続
き
を
早
く
読
み
た
い
と
言
う
品
護
伯

が
お
ら
れ
て
、
図
書
館
よ
り
私
の
と
こ
ろ
に

「ど
こ
に
連
絡
を
す

れ
ば
、
こ
の
物
語
の
先
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
言
う
問

い
A
P
わ
せ
が
あ
り
、
「
先
を
早
く
読
み
た
い
の
は
、
私
も
同
じ
な
の

で
す
が
、
次
号
が
発
刊
さ
れ
る
ま
で
お
待
ち
戴
け
る
様
に
お
伝
え

下
さ
い
」
と
答
え
た
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
様
な
事
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
こ
の
物
語
の
完
結
を
機
に
、
も
う

一
度
、
は
じ
め
か
ら
読

み
返
し
て
み
て
、
千
里
山
の
生
い
立
ち
の
経
緯
を
再
認
識
す
る
と

共
に
、
先
人
達
の
千
里
山
に
対
す
る
熱
い
情
熱
と
ご
苦
労
を
改
め

千里山 70年の歩みよりP-l型千里山線1号車

て
知
ら
し
め
さ
れ
た
思
い
を
し
て
い
る
。

こ
の
思
い
と
は
別
に
、
連
載
(
一

)
の
文
中
で
千
里
山
人
は

「電

車
は
開
通
し
た
け
れ
ど
千
里
山
終
点
は

一
面
の
桃
畑
と
竹
薮
で
あ

る」

・
「
事
実
、
こ
の
電
車
は
客
車
よ
り
土
運
搬
の
貨
車
の
方
が
数

が
多
く
、
乗
客
よ
り
土
を
運
ん
で
い
る
電
車
で
あ
っ
た
」
と
書
か

れ
て
い
る
、
そ
の
電
車
・
貨
車
と
は
、
ど
の
様
な
電
車
で
あ
り
、

貨
車
で
あ
っ
た
の
か
と
、
ふ
と
、
興
味
券
覚
え
、
併
せ
て
、
か
つ

て
千
里
山
線
を
駆
け
た
電
車
を
振
り
返
っ
て
見
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
電
車
に
は
、
そ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
は
他
に
、
以
外
な

ヒ
ス
ト
リ
ー
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
事
を
知
っ
た
。
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ー
ミ
ニ
千
里
山
稼
史
|

千
里
山
隷
の
ル
1
ツ
に
付
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
当
会
誌
で
何

度
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
如
く
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
で
あ
り
、
そ
の

後
、
こ
の
路
隷
は
新
京
阪
鉄
道

・
京
阪
電
気
鉄
道

・
京
阪
神
急
行

電
鉄
、
更
に
阪
急
電
鉄
へ
と
受
け
継
が
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
路
線
に
〔
千
里
山
線
〕
と
一言
う
名
称
が
付
け
ら

れ
た
の
は
、
昭
和
五
年
(
一
九
三
O)
九
月
十
五
日
、
京
阪
電
気

鉄
道
が
新
京
阪
鉄
道
を
合
併
し
た
際
に
、
天
神
橋
(
現
在
の
天
神

橋
六
丁
目
)
1西
院
聞
を
本
線
と
し
て
新
京
阪
線
と
称
し
、
十
三

8両
(北大阪電気鉄道)

青多
~ 1 わ~ 9年(昭和4年)

当社京都線の前身である北大阪

電気鉄道が十三~淡路~豊津聞の
開業にともない建造した小形木造
車両です。
箕面有馬電気軌道の37形とほ
ぼ同一の設計で、聞社の池田車庫
で組み立てられました。
集電装置はトロリーポールを、
正面下部にはバッファー(緩衝装
置)を取付けていました。
架線電圧の 1500V化が行わ
れた関係で、わずか9年で他社へ
譲渡されています。

正雀車庫で開催の『阪急鉄道フェスティパノレJにて
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192 1年(大正 10年)

P-l紹介パネル

~ 



ー
淡
路
聞
は
士
ニ
(
事
線
、
淡
路
1
千
里
山
間
を
千
里
山
(
事
線
と

し
て
か
ら
で
あ
る
様
だ
。

そ
れ
以
来
、
こ
の
名
称
は
京
阪
神
急
行
電
鉄
に
も
引
き
継
が
れ
、

昭
和
三
十
四
(
一
九
五
九
)
年
二
月
十
八
日
、
梅
田
i
十
三
間
の

三
複
線
工
事
が
完
成
し
た
折
に
、
天
神
橋
1
千
里
山
聞
を
〔
千
里

山
線
〕
と
す
る
と
言
う
区
間
変
更
と
、
そ
の
後
の
昭
和
三
十
八
年

(
一
九
六
三
)
八
月
二
十
九
日
、
千
里
山
か
ら
路
線
が
新
千
里
山

(
現
在
の
南
千
里
)
に
延
長
さ
れ
た
折
に
再
度
の
区
間
変
更
が
あ

っ
た
も
の
の
、
昭
和
四
十
一
年
(
一
九
六
六
)
十
一
月
十
五
日
、

千
里
山
線
の
北
千
里
山
延
長
線
の
建
設
に
伴
い
、
天
神
橋
1
北
千

里
山
間
を
〔
千
里
霧
〕
と
改
称
さ
れ
る
ま
で
、

三
十
六
年
間
の
長

き
に
E
り
〔
千
里
山
線
〕
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て
き
た
。

路
線
名
の
改
称
に
当
た
っ
て
は
、
千
里
山
住
民
よ
り
京
阪
神
急

行
電
鉄
に
対
し
、
抗
議
運
動
が
行
わ
れ
た
と
か
で
あ
る
が
、
私
も
、

こ
の
路
線
は
、
や
は
り
〔
千
里
山
線
〕
の
方
が
良
い
と
思
う
し
、

今
で
も
こ
の
路
線
を
無
音
議
の

2
り
に
〔
千
里
山
線
〕
と
呼
ん
で

い
る
。

こ
の
路
線
の
特
徴
は
、
ご
存
知
の
知
く
、
カ
ー
ブ
と
勾
配
と
踏

切
の
多
い
事
で
あ
る
。
特
に
、
豊
津
1
関
大
前
間
の
S
字
カ
l
プ

は
急
で
、
電
車
は
鋭
い
キ
シ
ミ
音
を
た
て
な
が
ら
走
行
し
て
お
り
、

勾
配
は
、
豊
津
駅
を
聞
大
前
方
向
に
出
て
直
ぐ
の
勾
配
と
、
千
里

動
客
車
で
あ
る
。
こ
の
車
両
は
、
全
部
で
八
両
(
一
口互阜
1
八
号

車
)
建
造
さ
れ
た
が
、
そ
の
組
立
は
、

当
時
の
阪
神
急
行
電
鉄
(
現

在
の
阪
急
措
臨
懇
の
池
田
工
場
で
行
な
わ
れ
、
又
、
乗
務
員
の
教

習
も
阪
神
急
行
電
鉄
の
撃
自
所
で
行
な
わ
れ
た
と
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
電
車
の
、
こ
の
路
線
で
の
運
用
期
間
は
短
く
、

北
大
阪
電
気
鉄
道
か
ら
経
営
を
受
け
継
い
だ
新
京
阪
鉄
道
に
よ
っ

て
、
大
正
十
五
年
(
一
九
二
五
)
八
月
、
信
貴
生
駒
電
鉄
(
注
二
)

に
三
両

〈一

・二
・四
号
車
〉
が
譲
渡
さ
れ
、
更
に
、
昭
和
三
年
(
一

九
二
八
)
三
月
に
は
、
残
り
の
五
両

〈
一
子
五

・
六
・
七
・
八
号

車
〉
が
、
愛
宕
山
鉄
道
(
注
三
)
に
譲
渡
さ
れ
て
、
同
社
の
平
坦

線
で
運
用
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
路
線
は
、
昭
和
十
九
年
〈

一

九
四
四
)
十
二
月
十

一
日
に
廃
線
と
な
り
、
車
両
は
、
そ
の
後
、

京
阪
電
気
鉄
道
の
大
津
線
に
三
両
、
京
福
電
気
鉄
道
永
平
寺
線

(
注
四
)
に
二
両
が
移
籍
さ
れ
、
い
ず
れ
も
昭
和
三
十
五
年
〈

一
九
六

O)
頃
ま
で
活
躍
し
て
い
た
様
だ
。

こ
の
電
車
が
千
里
山
線
か
ら
姿
を
消
し
て
、
既
に
八
十
年
が
経

過
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
実
物
を
知
っ
て
い
る
人
は
殆
ど
い
な
い

の
で
は
尽
ザ
フ
。
で
も
、
千
里
山
人
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
・
.... 

私
は
勿
論
の
事
、
そ
の
実
物
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、

昨
秋
、
阪
急
の
正
雀
車
庫
で
開
催
さ
れ
た

「阪
急
鉄
道
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
見
に
行
っ
た
時
に
、
こ
の
電
車
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

山
駅
を
南
千
里
方
向
に
出
て
直
ぐ
の
勾
配
は
、
い
ず
れ
も
、
一

O

O
O分
の
三
十
五
と
い

-A芯
勾
配
で
、
こ
の
両
勾
配
は
阪
急
電
鉄

で
の
最
大
勾
配
と
な
っ
て
い
る
。

文
、
千
里
山
・
関
大
前
・
豊
津
の
各
駅
は
、
い
ず
れ
主
宰
の

勾
配
上
に
あ
る
と
共
に
、
駅
の

一
部
、
又
は
、
全
体
が
湾
曲
し
て

お
り
千
里
山
親
の
特
徴
を
よ
く
現
し
て
い
る
。

踏
切
は
、
吹
田
1
千
里
山
聞
に
は
古
く
か
ら
の
踏
切
が
、
今
で

も
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
千
里
山
駅
か
ら
延
長
さ
れ
た

北
千
里
駅
の
聞
に
は
、

一
本
の
踏
切
も
な
く
、
南
千
里
i
山
田
聞

の
ト
ン
ネ
ル
は
阪
急
電
鉄
で
は
、
唯

一
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
こ

れ
は
、
路
線
名
が
「
千
里
巌
」
と
な
っ
て
か
ら
の
特
徴
と
で
も
言

え
る
。平
成
十
九
年
六
月
発
行
の
千
里
山
会
の
会
員
名
簿
を
見
る
と
、

会
員
総
数
、
四
三
玉
名
の
内
、
昭
和
八
年
卒
業
の
四
回
生
よ
り
昭

和
四
十

一
年
卒
業
の
三
十
七
回
生
ま
で
の
四
二
七
名
、
率
に
し
て
、

実
に
九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
会
員
は
路
線
名
が
〔
千
里
山
線
〕
時

代
の
卒
業
生
で
あ
る
。
こ
の
事
か
ら
す
る
と
、
千
里
山
会
会
員
は
、

又
、
千
里
山
線
世
代
そ
の
も
の
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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ー
最
初
に
走
っ
た
の
は
F
l
1
ト
ン
ボ
型
電
車
l

北
大
阪
電
気
鉄
道
が
大
正
十
年
(
一
九
ニ

一
)
四
月

一
日
、
開

業
時
に
、
こ
の
路
線
を
最
初
に
走
ら
せ
た
電
車
は
、

P
1
1
形

電

が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
パ
ネ
ル
の
写
真
が
こ
れ
で
あ
る
。
パ

ネ
ル
に
は
天
井
の
蛍
光
灯
の
光
が
反
射
し
て
お
り
、
多
少
見
難
い

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
の
電
車
の
屋
根
は
、
当
時
流
行
の
母
屋

形
屋
根
で
、
車
体
は
木
造
で
あ
る
。
集
電
は
ト
ロ
リ
l
ポ
!
ル
に

よ
り
集
電
し
て
お
り
、
連
結
器
は
ス
ク
リ
ュ
ー
式
で
、
車
体
正
面

の
左
右
に
バ
ッ
フ
ァ
l
(緩
衝
装
患
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
が
こ
の
電
車
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
形
式
は
、
阪
急
電
鉄
の
ル

ー
ツ
に
当
た
る
箕
面
有
馬
電
気
塾
坦
(
注
玉
)
の
三
七
形
と
、
ほ

ぽ
、
同
形
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
電
車
の
仕
様
は
フ
ィ
ー
ト
・
イ
ン
チ
で
建
造
さ
れ
た
様
で

あ
る
が
、
メ
ー
ト
ル
に
換
算
す
る
と
、
車
長
H
二

・四

一一一

m
・

車
一
特
二
・
三
九
五

m
・
車
高
H
三
・
四
七
九

m
で
あ
る
。

-51ー

そ
れ
に
し
て
も
、
新
京
阪
鉄
道
が
信
貴
生
駒
電
鉄
に
譲
渡
し
た

三
両
は
、
ど
う
し
て
、

一
・
二
・
一二
旦
何
重
で
は
な
く
て
、

一
・
二
・

四
号
車
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
・
・
・
・
素
朴
な
疑
問
と
し
て
残
る
。

L
千
里
山
の
土
を
運
ん
だ
車
両
|

北
大
阪
電
気
鉄
道
で
は
、
大
正
十
三
年
(
一
九
二
四
)
電
気
機

・
関
車
、

三
両
、
(
一
号
車
1
三
号
車
)
と
、

一
O
O
O形
無
が
い
貨

車、

二
O
両
(
一
O
O
-
-
一
O
二
O
号
車
)
を
導
入
し
、
同
社

が
南
方

・
淡
路
・
下
新
庄
に
所
有
す
る
土
地
の
宅
地
造
成
の
た
め



に
、
千
里
山
の
士
を
運
ん
だ
。
こ
れ
が
俗
に
言
う
「
土
運
車
」
で

あ
り
、
こ
の
土
運
び
に
係
わ
っ
た
車
両
と
客
車
と
の
数
を
比
べ
る

と
、
千
里
山
人
が
「
事
実
、
こ
の
電
車
は
客
車
よ
り
士
運
搬
の
貨

車
の
方
が
数
が
多
く
、
乗
客
よ
り
土
を
運
ん
で
い
る
電
車
で
あ
っ

た
」
と
書
か
れ
た
事
に
納
得
が
い
く
。

土
運
車
を
牽
引
し
た
電
気
機
関
車
は
、
そ
の
後
、
車
両
形
式
番

号
が
何
回
か
変
更
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
四
三
O
O形
と
な
り
、

正
雀
車
庫
内
で
車
両
の
入
替
用
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
が
、
昭

和
五
十
年
(
一
九
七
五
)
車
籍
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。
又
、
無
が

い
貨
車
の
内
、

一
両
は
信
貴
生
駒
電
鉄
に
貸
し
渡
さ
れ
た
が
、
そ

の
他
の
車
両
の
内
、
数
両
に
は
乗
務
員
室
が
取
り
付
け
ら
れ
、
貨

物
車
と
し
て
運
用
さ
れ
た
様
だ
が
、
昭
和
四
十
六
年
(
一
九
七
一
)

全
車
両
が
車
籍
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。

ー
物
置
に
な
っ
た
貨
車
と
客
車
に
な
っ
た
貨
車

i

北
大
阪
電
気
鉄
道
は
開
業
時
に
、
前
述
の
車
両
の
他
に
有
が
い

電
動
貨
車
、

一
両
(
五

一
号
車
)
と
無
が
い
電
動
貨
車
、

二
両
(
五

一
了
五
三
号
車
)
を
所
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
貨
車
は
い
ず
れ

も、

P
1
1
形
電
動
客
車
と
同
じ
く
、
ト
ロ
リ
l
ポ
l
ル
で
集
電

し
、
連
結
器
は
ス
ク
リ
ュ
ー
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
年
人
一

九
二
八
)

一
月
に
架
線
電
圧
が
六
O
O
V
か
ら
一
五

O
O
Vに
昇

圧
さ
れ
て
か
ら
は
、
い
ず
れ
の
車
両
も
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
五

一
一
日
に
会
誌
「
千
里
山
」
の
第
一
号
1
第
七
号
を
同
館
に
寄
贈
し

て
お
り
(
そ
の
後
毎
年
高
)
、
図
書
館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に

て
吹
田
市
史
な
ど
と
共
に

一
般
の
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
。

(注
一一
)
大
正
十
四
年
(
一
九
二
五
)
年
十
一
月
五
日
に
設
立
さ
れ

た
信
貴
生
駒
電
鉄
は
、
当
時
、
資
金
難
に
あ
っ
た
結
盟
貝
生
駒
電
気

鉄
道
を
買
収
し
、
生
駒
i
王
子
間
の
路
線
を
昭
和
元
年
(
一
九
二

六
)
に
全
通
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
路
線
は
、
現
在
、
近
畿
日
本
鉄

道
の
生
駒
線
と
な
っ
て
い
る
。

信
貴
生
駒
電
鉄
と
信
貴
生
駒
電
気
鉄
道
、
紛
ら
わ
し
い
社
名
で

あ
る
が
、
ま
っ
た
く
の
別
会
社
で
あ
る
。

(注
三

愛

宕

山
鉄
道
は
、
昭
和
四
年
(
一
九
ニ
九
)
四
月
十
二
日、

平
坦
線
と
し
て
、
嵐
山
i
清
滝
問
(一
一
了
三
九
陥
)
を
開
業
、
更

に
、
同
年
七
月
二
十
五
日
、
鋼
索
線
と
し
て
清
滝
川

1
愛
宕
山

会

7
Z而
)
間
を
開
業
し
た
が
、
第
二
次
大
戦
中
、
国
策
に
よ

り
戦
時
と
し
て
は
、
不
要
・
不
急
の
路
線
と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
昭
和

一
九
年
(
一
九
四
四
)
二
月
十

一
日
に
、
鋼
索
線
が
、

同
年
十
二
月
十
一
日
に
は
平
坦
線
が
廃
線
と
な
っ
た
。

尚
、
平
畑
涙
の
清
滝
ト
ン
ネ
ル
は
廃
線
後
、

一
時
期
、

三
萎
皐

工
業
の
航
空
機
の
部
品
を
製
作
す
る
工
場
と
し
て
使
わ
れ
た
よ
う

だ
が
、
現
在
で
は
自
動
車
道
路
と
な
っ
て
い
る
。

一
号
車
は
昭
和
九
年
(
一
九
三
四
)
に
廃
車
さ
れ
、
昭
和
三
士
二

年
(
一
九
五
八
)
ま
で
正
雀
車
庫
の
物
置
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

又
、
五
二
・
五
三
号
車
は
昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
、
信
貴
生
駒

電
鉄
に
貸
与
さ
れ
た
が
、
昭
和
十
五
年
(
一
九
四

O)
に
返
却
さ

れ
、
当
時
の
京
阪
電
気
懇
坦
の
守
口
工
場
で
客
車
に
改
造
さ
れ
、

同
社
の
大
津
線
で
活
躍
し
て
い
た
が
、
廃
車
に
な
っ
た
の
は
何
時

ご
ろ
か
定
か
で
な
い
。

北
大
阪
電
気
鉄
道
が
建
造
し
た
客
車
・
電
気
機
関
車
・
貨
車
は

以
上
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
車
両
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
時
代

の
要
求
に
応
じ
て
、
社
籍
を
変
え
、
又
、
用
途
が
変
更
さ
れ
な
が

ら
、
い
ず
れ
も
四
十
年
近
く
運
用
さ
れ
て
き
た
の
に
は
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
。
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次
回
は
、

P
|
1
ト
ン
ボ
型
電
車
の
鋒
母
車
両
で
千
里
山
線
を

ひ
た
す
ら
走
り
続
け
た
電
車
「
マ
ッ
チ
箱
」
と
貴
婦
人
の
風
格
を

持
っ
た
「
流
線
型
」
そ
し
て
、
京
都
線
の
主
力
車
両
で
、
後
に
、

千
里
山
線
で
も
活
躍
し
た
「
高
速
大
型
車
」
な
ど
に
つ
い
て
伝
え

た
い
。

責径
十)
九千
R里
中山

空隼
丞尋
μ:図

言書
ffは
忠平
事。成

β士
、/、

同年
年 5

28 
干巴

(
注
四
)
現
在
、
京
都
市
内
で
、
四
条
大
宮
i
嵐
山
間
の
嵐
山
本
線

と
雄
子
の
辻
1
北
野
白
梅
町
間
の
北
野
線
を
運
行
し
て
い
る
京
福

電
気
鉄
道
が
、
昭
和
十
九
年
(
一
九
四
四
)
十
二
月
一
日
、
永
平

寺
鉄
道
を
ム
排
し
た
路
線
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
路
線
は
、
平

成
十
二

(二

O
O
)
年
以
来
の
相
次
ぐ
列
車
事
故
に
よ
り
、
平
成

十
四
(
二
O
O二
)
年
十
月
二
十

一
日
、
つ
い
に
全
線
が
廃
止
さ

れ
た
。

(
注
五
)
明
治
四

O
年

(
一
九
O
七
)
小
林

二ニ
氏
が
設
立
し
た
会

社
で
、
明
治
四
三
年
(
一
九

一
O
)
三
月
一

O
日
、
梅
田
ム
毒

聞
と
石
橋
1
箕
面
聞
を
開
巻
c
せ
て
お
り
、
そ
の
後
、
社
名
は
阪

神
急
行
電
鉄
・
京
阪
神
急
行
電
鉄
と
改
称
さ
れ
、
昭
和
四
十
八
年

(
一
九
七
三
)
現
在
の
阪
急
電
鉄
株
式
会
社
と
な
っ
て
い
る
。
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